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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て 

 

校
長 

●
● 

●
● 

  

去
る
四
月
十
八
日
（
木
）
に
、
本
校
六
年

生
児
童
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
本
校
独
自
に
行

っ
た
自
己
採
点
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
あ
く

ま
で
も
「
本
校
独
自
」
で
す
か
ら
、
正
式
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
校
児
童
の
特

徴
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
「
無
回
答
が
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う

な
意
味
を
も
つ
か
と
い
う
と
、
「
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
自
分
な
り
の
答
え
を
書
い
た
」

と
い
う
こ
と
の
証
明
な
の
で
す
。
「
国
語
」
、
「

算
数
」
の
正
答
率
以
上
に
、
と
て
も
大
切
な

「
姿
勢
」
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
校
の
学
力
調
査
の
自
己
採
点
結

果
（
平
均
正
答
率
）
に
つ
い
て
で
す
が
、
「
国

語
」
で
は
六
十
七
・
八
％
、
「
算
数
」
で
は
六

十
四
・
二
％
で
し
た
。
全
国
・
全
道
平
均
値

と
の
比
較
は
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
が
、
「
国
語
」

に
お
い
て
は
、
漢
字
を
書
く
こ
と
、
同
音
異

義
語
を
書
く
こ
と
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に

と
ら
え
る
こ
と
な
ど
を
や
や
苦
手
と
し
て
い

る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
「
算
数
」
に
お
い

て
は
、
図
形
の
面
積
の
求
め
方
の
理
解
・
記

述
、
資
料
の
読
み
取
り
、
所
要
時
間
の
求
め

方
の
理
解
・
記
述
な
ど
を
や
や
苦
手
と
し
て

い
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

大
切
な
の
は
「
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
」

で
は
な
く
、
「
結
果
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
課

題
を
改
善
す
る
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
苦
手

と
し
て
い
る
部
分
を
学
び
直
さ
せ
、
「
確
か
な

力
」
と
し
て
身
に
付
け
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と

こ
そ
、
我
々
教
職
員
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
ご
家

庭
に
お
い
て
も
「
学
習
の
意
義
」
に
つ
い
て

話
題
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

知
内
町
立
湯
ノ
里
小
学
校 

知
内
町
字
湯
ノ
里
一
五
六
の
六
一 

湯
ノ
里
小
学
校 

は
、
地
域
と
と 

も
に
歩
み
ま
す 

   

五
月
十
五
日
（
水
）
、 

知
内
町
交
通
安
全
推
進 

委
員
の
●
●
氏
の
ご 

協
力
を
い
た
だ
き
、
交 

通
安
全
教
室
を
実
施
し 

ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
湯
ノ
里 

小
学
校
を
中
心
と
し
た 

周
辺
地
域
で
の
実
施
と 

な
り
ま
し
た
が
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

や
、
横
断
歩
道
や
交
差
点
を
渡
る
際
の
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す

く
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
近
の
報
道
で
は
、
幼
児
・
児
童
が
犠
牲
と

な
る
痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
続
発
し
て
い
ま

す
。
何
よ
り
も
恐
ろ
し
い
の
は
、
自
分
が
気
を

付
け
て
い
た
と
し
て
も
自
動
車
の
方
か
ら
突
っ

込
ん
で
く
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
本

校
で
は
、
全
校
集
会
や
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
意
識

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

外
出
し
た
際
に
は
、
信
号
待
ち
を
し
て
い
る

間
で
も
、
周
囲
へ
の
注 

意
を
払
う
こ
と
が
大
切 

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

ご
家
庭
に
お
き
ま
し 

て
も
「
自
分
の
命
を
守 

る
」
交
通
安
全
の
啓
発 

に
つ
い
て
、
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

                                          

   

本
校
で
は
、
知
内
町 

教
育
委
員
会
（
ス
ポ
ー 

ツ
振
興
係
長
●
●
●
● 

氏
）
と
連
携
し
、
体
力 

向
上
の
取
組
で
あ
る
Ｓ 

Ａ
Ｑ
を
実
施
し
て
い
ま 

す
。
Ｓ
Ａ
Ｑ
の
「
Ｓ
」 

は
ス
ピ
ー
ド
の
こ
と
で 

あ
り
、
重
心
移
動
の
速 

さ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
「
Ａ
」
は
ア

ジ
リ
テ
ィ
で
、
運
動
時
の
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
力
の
こ
と
で
す
。
「
Ｑ
」
は
ク
イ
ッ
ク

ネ
ス
で
、
刺
激
に
反
応
し
て
素
早
く
動
き
出
す

能
力
の
こ
と
で
す
。 

 

今
年
度
も
四
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
、

毎
月
一
回
程
度
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
五
月

十
七
日
（
金
）
に
は
、
今
年
度
最
初
の
Ｓ
Ａ
Ｑ

が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を

分
析
し
た
結
果
、
湯
ノ
里
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
の
体
力
面
は
、
男
子
で
は
五
十
メ
ー
ト
ル
走

と
持
久
力
、
女
子
で
は
五
十
メ
ー
ト
ル
走
と
柔

軟
性
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
今
年
度
は
、
特
に
「
走
力
」
と

「
柔
軟
性
」
を
高
め
る 

こ
と
に
重
点
を
置
き
、 

Ｓ
Ａ
Ｑ
の
取
組
に
お
い 

て
も
本
校
児
童
の
課
題 

を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ 

ム
を
取
り
入
れ
、
体
力 

の
向
上
を
目
指
し
て
い 

く
予
定
で
す
。 

          

  

五
月
七
日
（
火
）
、
令
和
元
年
度
の
湯
ノ
里

小
学
校
同
窓
会
（
●
●
●
●
長
）
の
総
会
を
開

催
し
、
昨
年
度
の
事
業
及
び
決
算
に
関
す
る
報

告
を
行
い
、
今
年
度
の
事
業
や
予
算
等
に
つ
い

て
の
議
案
も
審
議
し
ま
し
た
。 

 

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
毎
年
、
運
動
会
へ
の

寄
付
を
い
た
だ
く
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
心
か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

          

【
六
月
の
行
事
予
定
】 

一
日
（
土
）
運
動
会
前
日
準
備
、
給
食
な
し
四
時
間 

 

二
日
（
日
）
大
運
動
会 

 

三
日
（
月
）・
四
日
（
火
）
振
替
休
業
日 

 

五
日
（
水
）
全
校
朝
会 

 

六
日
（
木
）
修
学
旅
行
合
同
学
習
会
③ 

七
日
（
金
）
宿
泊
学
習
合
同
学
習
会
①
、 

尿
検
査
③
、
ク
ラ
ブ
① 

 

十
日
（
月
）
修
学
旅
行
合
同
学
習
会
④ 

十
一
日
（
火
）
町
Ｐ
連
理
事
会 

十
二
日
（
水
）
～
十
三
日
（
木
）
合
同
修
学
旅
行 

十
四
日
（
金
）
六
年
生
休
養
日
、 

交
通
安
全
街
頭
指
導
、
Ｓ
Ａ
Ｑ 

十
七
日
（
月
）
特
別
支
援
合
同
学
習
①
、 

 
 
 
 
 
 

家
庭
学
習
強
調
週
間
（
～
二
十
八
日
） 

十
九
日
（
水
）
耳
鼻
科
検
診 

二
十
日
（
木
）
宿
泊
学
習
合
同
学
習
会
② 

二
十
一
日
（
金
）
花
を
贈
ろ
う 

二
十
七
日
（
木
）
宿
泊
学
習
合
同
学
習
会
③ 

二
十
八
日
（
金
）
眼
科
検
診
、
ク
ラ
ブ
② 

 

６月２日（日） 

午前９時から 
多数の皆様のご参加を 

お待ちしています。 

  

  



                                        

   

五
月
八
日
（
水
）
、
「
野
外
森
林
教
室
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
渡
島
西
部

森
林
室
と
連
携
し
た
活
動
で
あ
り
、
●
● 

管
理
課
長
様
を
は
じ
め
、
三
名
の
職
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

森
林
室
の
職
員
の
方 

々
の
自
己
紹
介
の
後
、 

早
速
、
校
舎
裏
の
林
に 

入
り
ま
し
た
。
林
の
中 

に
は
、
昨
年
度
の
体
験 

活
動
で
原
木
（
ミ
ズ
ナ 

ラ
）
に
穴
を
開
け
、
シ 

イ
タ
ケ
の
種
菌
を
植
え 

付
け
た
ほ
だ
木
が
置
い 

て
あ
り
、
そ
の
状
態
を
確
か
め
な
が
ら
シ
イ

タ
ケ
や
ナ
メ
コ
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
、
職

員
の
方
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
観
察
の
際

に
は
、
大
き
く
成
長
し
た
シ
イ
タ
ケ
を
た
く

さ
ん
発
見
し
、
大
喜
び
で
収
穫
し
ま
し
た
。 

 

「
野
外
森
林
教
室
」
は
、
自
然
の
中
に
出

か
け
、
実
際
に
「
見
る
・
ふ
れ
る
」
体
験
を

通
し
て
、
知
内
町
の
主
要
産
業
で
も
あ
る
林

業
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
の
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
地 

域
の
自
然
の
恵
み
に
気 

付
き
、
地
域
の
人
の
温 

か
さ
に
ふ
れ
、
改
め
て 

「
ふ
る
さ
と
知
内
・
湯 

ノ
里
」
の
よ
さ
を
感
じ 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

《「
み
ん
な
の
花
を
育
て
よ
う
」
実
施
》 

五
月
十
日
（
金
）
、 

植
栽
活
動
の
一
環
と
し 

て
、
「
み
ん
な
の
花
を 

育
て
よ
う
」
の
活
動
を 

実
施
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
湯
ノ
里
老 

人
ク
ラ
ブ
（
●
●
会 

長
）
の
ご
協
力
を
い 

た
だ
き
、
十
八
名
の
方 

々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
地
域
の
方
々
に
優
し
く
笑
顔
で
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ポ
ッ
ト
に
土
を
入

れ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ホ
ウ
セ
ン
カ
な
ど

の
種
を
植
え
ま
し
た
。 

翌
日
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
水
や
り
の
仕

事
を
分
担
し
、
毎
日
欠
か
さ
ず
水
や
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

や
が
て
種
は
芽
を
出
し
、
六
月
に
は
、
綺

麗
に
咲
い
た
花
を
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に

学
校
前
庭
の
花
壇
に
植
え
る
予
定
で
す
。 

 

《
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
「
交
流
給
食
」》 

 

「
み
ん
な
の
花
を
育
て
よ
う
」
の
活
動
が

終
わ
っ
た
後
は
、
湯
ノ
里
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
本
校
児
童
と
の
「
交
流
給
食
」
を
行

い
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
最 

初
の
う
ち
は
緊
張
の
面 

持
ち
で
、
な
か
な
か
会 

話
で
き
ま
せ
ん
で
し
た 

が
、
優
し
く
声
を
掛
け 

ら
れ
る
と
笑
顔
で
応
え
、 

楽
し
い
給
食
の
ひ
と
時 

と
な
り
ま
し
た
。 

 

湯
ノ
里
小
学
校 

は
、
地
域
と
と 

も
に
歩
み
ま
す 

知
内
町
立
湯
ノ
里
小
学
校 

知
内
町
立
湯
ノ
里
保
育
所 

   

今
年
度
も
、
湯
ノ
里
子
ど
も
見
守
り
隊

（
●
●
●
●
代
表
）
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
五

月
八
日
（
水
）
か
ら
、
「
音
読
五
十
三
次
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

町
の
広
報
誌
で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
に
対

し
て
音
読
を
披
露
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
表
現

力
の
向
上
」
を
図
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て

い
ま
す
。
毎
週
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
登
校

時
に
、
見
守
り
隊
の
方
に
「
四
字
熟
語
や
こ

と
わ
ざ
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
」
の
音
読
を
聞

い
て
も
ら
い
、
「
合
格
」
す
る
と
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
取
組
は
地
域
と
共
に
歩
む
湯
ノ
里
小

な
ら
で
は
の
取
組
で
あ
り
、
昨
年
度
も
「
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
成
果
が
出
て
い

る
」
、
「
人
前
で
発
表
す
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
て
い
る
」
、
「
見
守
り
隊
の
方
々
に
い
つ
も

優
し
く
見
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
等
、
様
々
な
評
価
が
あ

り
、
そ
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
音
読
五
十
三
次
」
は
十
月
下
旬
ま
で
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

天
候
の
日
で
も
一
年
間
を
通
し
て
、
見
守
り

活
動
を
し
て
い
た
だ
い 

て
お
り
ま
す
見
守
り
隊 

の
皆
様
に
は
、
心
か
ら 

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま 

す
。
地
域
の
宝
で
あ
る 

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の 

た
め
に
、
今
後
と
も
何 

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
。 

 

第３６回北海道新聞家族の絵コンクール  

 

佳作 ３年 ●● ●● さん 

佳作 １年 ●● ●● くん 

第５２回道南陸上競技選手権大会  

 

小学５年女子ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投 

第３位 記録３０ｍ８４ 

     ●● ●● さん 

小学２年男子８０ｍ 

第６位 記録１４秒５３ 

     ●● ●● くん 

道南春季陸上競技大会 

 

小学５年女子ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投 

 第２位 記録２８ｍ５５ 

●● ●● さん 

 

  

 

 
 

 


